
の

日本工業規格JIS B 8628が

改正されました！（2017年12月）

居住空間などの快適な空気調和における省エネルギーを目的と

した、補助加熱（霜取りを除く。）、冷却、加湿又は除湿部を

除いた空気対空気の全熱交換器について規定する規格です。

《JIS B 8628 1 適用範囲より》

改正によって主要性能測定
条件が細かく規定されます。
（詳細は裏面を御覧ください）

◆全熱交換器 JIS規格の歴史

年 規格名 内容・備考

2000年制定
小形（250㎥/h未満）・中形（250～2000㎥/ｈ未満）の
全熱交換器の規格

JIS B 86282003年改正 大型（2000㎥/ｈ以上）の全熱交換器を対象に追加

2017年改正 ISOに準拠して改正
2014年に国際規格（ISO16494）が制定さ

れ、ISO16494に合わせてJIS規格も

改正されました。



◆JIS B 8628 新・旧比較

風
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定
条
件
の

変
更

）

静圧条件は任意
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・室内側空気条件（冷房/暖房）
乾球温度　27±1℃　/　20　±1℃
湿球温度　20±2℃　/　14　±2℃
・室外側空気条件（冷房/暖房）
乾球温度　35±1℃　/　5　±1℃
湿球温度　29±2℃　/　2　±2℃

旧規格（JIS B 8628：2003）
新規格（JIS B 8628：2017）

※全熱交換・換気ユニット　吸込口・吹出口が
ダクト接続で給排気風量比　１：１の場合

有
効
換
気
量
率

（
測
定
方
法
の
変
更

）

●カタログ・仕様書への
表示義務

なし

静圧条件に規定あり

・室内側空気条件（冷房/暖房）
乾球温度　27±0.3℃　/　20±0.3℃
湿球温度　20±0.2℃　/　15±0.2℃
・室外側空気条件（冷房/暖房）
乾球温度　35±0.3℃　/　5±0.3℃
湿球温度　31±0.2℃　/　3±0.2℃
※ISO16494の条件に合わせています。

●カタログ・仕様書への表示義務

あり
（製品測定値は仕様書表示値以上のこと）
※同一製品を新旧方式で測定した場合、外部漏れが
加わるため、新方式のほうが値が低くなります。

有効換気量率とは？

給気に占める新鮮外気の

割合のことです。

製品の〈内部漏れ〉のみ測定対象 製品の〈内部漏れ＋外部漏れ〉が測定対象

JIS規格の改正により、測定条件が細かく規定されます。

全熱交換ユニットの「内部漏れ」・「外部漏れ」とは？
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